
「近畿歴史まちづくりサミット in長浜」を開催しました！

記念撮影浅見長浜市長の挨拶 長谷川局長の挨拶

パネルディスカッション

冨田人形浄瑠璃

太田先生の基調講演

【日 時】 令和６年１０月２０日 (日）１４：００ ～ １６：３０

【場 所】 長浜文化芸術会館

【来場者数】 約１１０名

【プログラム】

１．開会挨拶 浅見 宣義 長浜市長、長谷川 朋弘 近畿地方整備局長

２，冨田人形浄瑠璃「式三番叟」 冨田人形共遊団

３．基調講演 太田 浩司氏（淡海歴史文化研究所所長）

演題「城下町と湊～近世の物流拠点としての姿～」

４．パネルディスカッション 「城下町と湊～歴史を守り・育むまちづくり～」

コーディネーター ：太田 浩司氏（淡海歴史文化研究所所長）

パネリスト  ：浅見 宣義長浜市長、佐藤 哲也 和歌山市副市長、

 和田 裕行 彦根市長、齋野 秀幸 坂井市副市長

５．次回開催都市挨拶 ：佐藤 哲也 和歌山市副市長

○令和6年10月20日、滋賀県長浜市において、長浜市と近畿地方整備局の共催により、歴史まちづくりサミットを開催。
○第8回目となる今回は、歴史まちづくり法に基づく歴史的風致維持向上計画の認定都市のうち、長浜市、和歌山市、彦根市、坂井市の首長
等が集まり、「城下町と湊」をテーマに各市の成り立ちや歴史まちづくりに関する取組、今後の展望などについて意見交換を実施。
また、冨田人形共遊団による百数十年の伝統を誇る人形浄瑠璃の披露などもあり、地域の歴史まちづくりの機運醸成にも寄与。
○来年度は、令和8年NHK大河ドラマ「豊臣兄弟！」の主人公 豊臣秀長によって築城された和歌山城等を有する和歌山市での開催を予定。

しきさんばそう
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